
鈴
　

木
　

健

次

郎
「
青
少
年
の
足
を
洗
う
」
名
校
長

青

年

教

育

本
校
の
第
二
十
八
代
目
の
校
長
を
務
め
た
鈴
木
健
次
郎
が
秋
田
市
土
崎
（
旧
南
秋
田
郡
土
崎
港
町
）
で
誕
生
し
た
の

は
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
二
月
十
四
日
で
あ
る
。



父
親
の
勤
務
の
関
係
で
、
二
歳
か
ら
二
年
間
樺
太
で
過
ご
し
た
後
横
手
市
に
移
り
住
み
、
小
学
校
三
年
ま
で
同
地
で

暮
ら
し
た
。
四
年
生
の
と
き
秋
田
市
の
築
山
小
学
校
に
転
校
し
て
そ
こ
を
卒
業
し
て
い
る
。

秋
田
中
学
の
卒
業
は
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
だ
が
、
五
年
間
で
欠
席
三
日
、
遅
刻
・
早
退
三
回
と
い
う
ま
じ
め

な
生
徒
で
、
卒
業
時
の
成
績
も
九
十
七
名
中
五
番
と
い
う
立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
。

秋
中
を
終
え
て
進
学
し
た
官
立
山
形
高
等
学
校
（
山
形
大
学
の
前
身
）
で
は
、
野
球
部
に
所
属
す
る
と
と
も
に
、
弁

論
部
に
も
籍
を
置
い
た
。
三
年
次
に
は
、
野
球
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
セ
ン
タ
ー

で
あ
っ
た
。

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
山
形
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
法
律
学
科
に
入
学
す
る
が
、
二
年

後
の
十
二
月
二
十
四
日
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
本
郷
教
会
で
洗
礼
を
受
け
て
い
る
。
霊
名
は
ミ
カ
エ
ル
で
、
代
父
は
田
中

耕
太
郎
（
当
時
東
大
教
授
、
後
に
最
高
裁
判
所
長
官
）
で
あ
っ
た
。

鈴
木
が
東
大
を
卒
業
し
た
昭
和
五
年
は
大
変
な
不
況
下
に
あ
っ
て
ろ
く
な
就
職
口
も
な
く
、
鈴
木
も
パ
ン
屋
で
働
い

た
り
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
著
作
を
翻
訳
し
た
り
し
な
が
ら
暫
時
糊
口
を
し
の
ぎ
、
同
年
五
月
に
は
朝
鮮
元
山
神
学
院
と
い

う
牧
師
を
養
成
す
る
学
校
に
職
を
得
て
、
ト
ラ
ピ
ス
ト
の
一
画
に
起
居
し
な
が
ら
法
律
を
教
え
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
年
の
十
二
月
に
兄
重
雄
が
急
逝
、
翌
年
九
月
、
鈴
木
は
家
を
継
ぐ
た
め
元
山
神
学
院
を
退
職
し
て

東
京
に
戻
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

鈴
木
が
日
本
青
年
会
館
を
訪
れ
て
恩
師
田
沢
義
鋪
の
面
接
を
受
け
た
の
は
昭
和
七
年
十
二
月
で
あ
る
。
大
日
本
連
合

青
年
団
事
務
所
の
嘱
託
と
し
て
採
用
さ
れ
、
雑
誌
「
青
年
」
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
鈴
木
の
青
年
教
育
の
仕
事



が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

下
村
湖
人
が
名
作
「
次
郎
物
語
」
を
「
青
年
」
に
発
表
し
た
の
は
昭
和
十
一
年
で
、
こ
こ
か
ら
鈴
木
と
下
村
の
交
友

が
始
ま
る
こ
と
に
な
る
が
、
下
村
は
鈴
木
に
と
っ
て
人
生
の
導
師
と
い
っ
て
よ
い
存
在
で
あ
っ
た
。

な
お
、
こ
の
昭
和
十
一
年
に
は
大
日
本
連
合
青
年
団
の
機
構
改
革
が
あ
り
、
鈴
木
は
、
六
大
都
市
青
年
団
の
窓
口
で

あ
る
初
代
商
工
課
長
に
就
任
し
た
。
地
方
の
青
年
対
策
と
違
い
、
都
会
の
青
年
対
策
は
東
大
出
の
鈴
木
で
な
け
れ
ば
な

か
な
か
う
ま
く
進
ま
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
十
四
年
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
が
発
生
し
て
軍
国
色
が
強
ま
る
な
か
、
大
日
本
連
合
青
年
団
は
大
日
本
青
年
団
と

改
称
さ
れ
、
初
代
団
長
に
は
海
軍
大
将
が
就
任
し
た
り
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
、
鈴
木
は
「
青
年
指
導
」
誌
に
「
青

年
団
と
青
年
団
的
な
る
も
の
―
―
都
市
青
年
団
に
関
す
る
一
考
察
―
―
」
と
題
し
た
論
文
を
発
表
し
、
翌
年
に
は
、
や

は
り
「
青
年
指
導
」
上
で
「
都
市
青
年
団
振
興
に
関
す
る
諸
問
題
―
―
　
主
と
し
て
経
営
上
留
意
す
べ
き
具
体
策
に
つ
い

て
」
を
論
じ
る
な
ど
、
活
発
な
論
述
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
昭
和
十
六
年
に
は
大
日
本
青
少
年
団
が
設
立
さ
れ
て
鈴
木
は
六
月
に
そ
こ
の
組
織
課
長
に

任
命
さ
れ
、
二
年
後
の
九
月
に
は
企
画
室
幹
事
に
就
任
し
た
。

し
か
し
、
戦
局
が
す
っ
か
り
行
き
詰
ま
っ
た
昭
和
二
十
年
に
な
る
と
青
少
年
団
員
は
大
日
本
学
徒
隊
に
吸
収
さ
れ
、

大
日
本
青
少
年
団
も
解
散
の
や
む
な
き
に
到
る
。

鈴
木
は
、
文
部
省
総
務
局
事
務
嘱
託
の
辞
令
を
受
け
て
引
き
続
き
青
少
年
関
係
の
仕
事
に
携
わ
る
が
、
そ
れ
か
ら
わ

ず
か
二
ヵ
月
後
に
は
終
戦
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。



社

会

教

育

戦
後
の
鈴
木
の
活
動
は
、
終
戦
の
翌
月
に
は
も
う
始
ま
っ
て
い
る
。
九
月
に
文
部
省
の
体
育
局
嘱
託
に
任
じ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
鈴
木
は
「
青
少
年
団
体
の
設
置
並
に
育
成
に
関
す
る
件
」
の
文
書
を
起
案
し
、
戦
後
青
少
年
の
方
針
を
い

ち
早
く
示
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
七
月
、
文
部
次
官
通
牒
「
公
民
館
設
置
運
営
に
関
す
る
件
」
が
各
地
方
長
官
宛
て
に
発
せ
ら
れ
て
戦

後
の
公
民
館
活
動
は
そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
が
、
二
十
三
年
一
月
に
下
村
湖
人
の
主
宰
誌
「
新
風
土
」
の
編
集
同
人

と
な
っ
て
い
た
鈴
木
は
、
四
月
に
文
部
省
社
会
教
育
局
事
務
補
佐
員
に
任
命
さ
れ
、
さ
ら
に
翌
二
十
四
年
六
月
に
は
社

会
教
育
局
施
設
課
長
補
佐
と
な
っ
て
、
本
格
的
に
社
会
教
育
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

二
十
五
年
三
月
に
は
、
『
郷
土
自
治
建
設
と
公
民
館
』
を
出
版
す
る
一
方
、
別
府
市
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
全
国
都

市
公
民
館
運
営
協
議
会
の
講
師
を
務
め
る
な
ど
、
公
民
館
活
動
を
中
心
に
社
会
教
育
の
分
野
で
次
々
と
先
進
的
な
仕
事

に
取
り
組
ん
だ
。

鈴
木
が
文
部
省
を
退
職
し
て
福
岡
県
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
長
に
転
身
し
た
の
は
昭
和
二
十
六
年
六
月
、
鈴
木
四

十
四
歳
の
と
き
だ
が
、
こ
れ
は
、
自
分
の
公
民
館
理
論
を
現
場
で
実
証
し
て
み
た
い
と
の
意
気
込
み
を
具
体
化
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。

福
岡
で
は
、
「
教
育
宝
く
じ
」
の
発
売
、
県
社
会
教
育
会
館
や
県
立
青
少
年
野
営
訓
練
所
の
建
設
な
ど
、
ア
イ
デ
ア



を
い
ろ
い
ろ
出
し
て
社
会
教
育
の
基
盤
作
り
に
努
め
た
。

な
お
、
三
十
一
年
か
ら
は
、
九
州
大
学
教
育
学
部
の
講
師
も
兼
任
し
て
、
社
会
教
育
施
設
論
を
中
心
に
学
生
た
ち
に

講
義
し
て
い
る
。

福
岡
で
八
年
間
過
ご
し
た
鈴
木
は
、
昭
和
三
十
三
年
九
月
に
福
岡
県
教
育
委
員
会
を
辞
し
、
株
式
会
社
日
本
教
育
テ

レ
ビ
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）
に
入
社
す
る
。
教
育
・
教
養
番
組
を
主
体
に
し
た
民
間
の
マ
ス
コ
ミ
と
し
て
は
日
本
最
初
の
会
社
だ

が
、
い
わ
ば
社
会
教
育
の
一
分
野
な
の
で
鈴
木
も
意
欲
を
も
っ
て
そ
の
創
設
に
参
加
し
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
日
本

教
育
テ
レ
ビ
は
現
在
の
テ
レ
ビ
朝
日
に
つ
な
が
っ
て
い
る
会
社
で
あ
る
。

入
社
当
初
の
鈴
木
は
、
編
成
局
第
一
制
作
部
に
勤
務
す
る
課
長
待
遇
の
嘱
託
で
あ
っ
た
が
、
三
十
六
年
か
ら
は
美
術

部
の
デ
ス
ク
と
し
て
、
番
組
の
企
画
立
案
や
予
算
編
成
な
ど
の
ほ
か
、
映
像
字
幕
の
タ
イ
ト
ル
、
文
字
の
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
に
も
当
た
っ
た
。

母

校

の

校

長

に

昭
和
三
十
八
年
三
月
、
秋
田
高
校
の
村
岡
一
郎
校
長
が
県
教
育
研
究
所
に
転
出
す
る
こ
と
に
な
り
、
後
任
を
誰
に
す

る
か
問
題
に
な
っ
て
い
た
。

古
村
精
一
郎
が
会
長
を
務
め
る
同
窓
会
の
な
か
で
は
、
で
き
れ
ば
引
き
続
き
後
任
は
同
窓
生
か
ら
と
い
う
ム
ー
ド
が

強
か
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
小
畑
勇
二
郎
知
事
に
人
選
を
お
願
い
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。



そ
の
話
を
聴
い
て
上
京
し
た
小
畑
知
事
か
ら
校
長
就
任
を
要
請
さ
れ
た
鈴
木
は
五
分
も
し
な
い
う
ち
に
要
請
を
受
諾

し
た
。
秋
田
中
学
の
同
期
生
で
あ
る
小
畑
知
事
の
厚
い
友
情
に
感
激
し
た
の
で
あ
る
。

四
月
四
日
、
卒
業
以
来
三
十
九
年
ぶ
り
に
母
校
に
帰
っ
た
鈴
木
は
、
そ
の
日
の
午
後
に
開
か
れ
た
最
初
の
職
員
会
議

で
、
「
青
少
年
の
足
を
洗
う
」
愛
情
を
も
っ
て
教
育
に
邁
進
し
た
い
旨
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

こ
れ
は
田
沢
義
鋪
の
こ
と
ば
に
基
づ
い
た
も
の
ら
し
い
が
、
も
と
も
と
は
、
聖
書
の
中
の
キ
リ
ス
ト
が
弟
子
た
ち
の

足
を
洗
う
と
こ
ろ
か
ら
来
て
い
る
も
の
で
、
自
己
を
捧
げ
て
他
を
生
か
す
献
身
的
な
愛
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

翌
五
日
に
新
任
式
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
こ
で
の
生
徒
た
ち
に
対
す
る
あ
い
さ
つ
も
ま
た
歴
史
に
残
る
も
の
で
あ
っ

た
。鈴

木
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
教
授
の
言
葉
を
引
用
し
な
が
ら
、
「
〝
汝
、
何
の
た
め
に

そ
こ
に
あ
り
や
”
―
い
つ
、
ど
ん
な
時
、
ど
こ
で
、
誰
に
、
こ
の
問
い
を
発
せ
ら
れ
て
も
即
座
に
断
言
で
き
る
自
覚

あ
る
生
活
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
。」
と
呼
び
か
け
た
の
で
あ
る
。

鈴
木
の
こ
の
言
葉
は
、
秋
高
語
と
称
し
て
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
討
議
や
校
内
の
弁
論
大
会
等
に
お
い
て
盛
ん
に
使
わ

れ
、
そ
れ
は
や
が
て
同
窓
生
や
保
護
者
の
間
に
も
伝
わ
っ
て
い
っ
た
。

青
年
教
育
、
社
会
教
育
の
経
験
は
豊
富
な
鈴
木
も
、
学
校
教
育
は
初
め
て
で
あ
っ
た
し
、
県
内
の
教
育
界
の
事
情
に

疎
か
っ
た
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
当
初
は
五
里
霧
中
の
学
校
経
営
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
高
校
教
育
の
専
門
に

関
わ
る
細
か
い
こ
と
は
教
職
員
に
任
せ
、
自
身
は
田
沢
、
下
村
に
培
わ
れ
た
教
育
精
神
の
も
と
に
、
青
年
ら
し
い
は
つ

ら
つ
と
し
た
生
気
あ
ふ
れ
る
学
園
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
努
力
し
て
い
く
。



指
導
者
の
あ
り
方
と
し
て
鈴
木
は
、
下
村
湖
人
の
「
白
鳥
芦
花
に
入
る
」
と
い
う
言
葉
を
座
右
の
銘
と
し
て
い
た
。

こ
れ
は
、
禅
語
（
臨
済
録
）
に
「
白
馬
芦
花
に
入
る
」
と
あ
る
の
を
、
馬
で
は
イ
メ
ー
ジ
が
ご
つ
過
ぎ
る
と
い
う
の
で
、

鳥
に
変
え
て
用
い
た
も
の
だ
と
い
う
。

鈴
木
は
、
暇
が
あ
れ
ば
教
室
を
回
っ
て
生
徒
の
学
習
状
況
を
見
、
各
部
の
練
習
や
合
宿
な
ど
に
も
積
極
的
に
顔
を
出

し
て
生
徒
を
励
ま
し
、
み
ず
か
ら
同
行
共
感
の
教
育
を
実
践
し
て
い
っ
た
。

ま
た
、
田
沢
湖
高
原
で
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
研
修
会
、
全
校
太
平
山
登
山
、
ク
ラ
ス
対
抗
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
を

次
々
に
提
案
・
実
践
す
る
な
ど
、
全
人
的
立
場
か
ら
教
科
外
活
動
を
充
実
し
て
、
真
の
人
間
性
の
育
つ
教
育
活
動
を
推

進
し
て
い
っ
た
。

秋
田
高
校
の
校
長
は
そ
れ
に
付
随
し
た
対
外
的
な
公
職
も
多
く
、
鈴
木
も
秋
田
県
高
等
学
校
長
協
会
会
長
、
秋
田
県

高
等
学
校
体
育
連
盟
会
長
、
秋
田
県
高
等
学
校
野
球
連
盟
会
長
、
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
て
い
る
。

昭
和
四
十
二
年
、
四
年
間
の
勤
務
を
終
え
て
定
年
退
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、
期
せ
ず
し
て
校
内
外
か
ら
鈴
木

校
長
の
退
職
を
惜
し
む
声
が
沸
き
上
が
り
、
同
窓
会
の
一
部
か
ら
は
留
任
運
動
も
持
ち
上
が
っ
た
が
、
鈴
木
は
、
引
き

際
が
大
切
だ
と
言
っ
て
退
任
の
決
意
を
変
え
な
か
っ
た
。

鈴
木
が
い
よ
い
よ
学
校
を
去
る
と
き
は
、
生
徒
が
校
舎
の
外
に
走
り
出
て
、
高
く
手
を
振
り
な
が
ら
う
ぐ
い
す
坂
を

下
っ
て
い
く
鈴
木
を
い
つ
ま
で
も
見
送
っ
て
い
た
。

退
職
後
の
鈴
木
は
、
秋
田
県
の
新
生
活
協
議
会
副
会
長
兼
事
務
局
長
と
し
て
新
生
活
運
動
に
力
を
入
れ
、
四
十
四
年

に
は
財
団
法
人
秋
田
県
青
年
会
館
理
事
長
に
も
就
任
す
る
が
、
翌
四
十
五
年
の
夏
、
疲
労
か
ら
体
調
を
崩
し
て
入
院
、



胃
カ
メ
ラ
に
よ
る
検
査
を
終
え
て
程
も
な
く
容
態
が
急
変
し
て
、
八
月
二
十
四
日
に
ま
だ
六
十
三
歳
と
い
う
年
齢
で
こ

の
世
を
去
っ
た
。

小
畑
知
事
が
委
員
長
を
務
め
た
葬
儀
は
、
八
月
三
十
日
に
秋
田
県
民
会
館
で
行
わ
れ
、
千
二
百
名
の
参
列
者
一
人
ひ

と
り
が
白
菊
を
献
花
し
て
、
鈴
木
と
の
永
遠
の
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

葬
儀
終
了
後
、
遺
族
か
ら
、
建
設
中
の
秋
田
県
青
年
会
館
に
香
典
返
し
が
あ
り
、
そ
れ
を
基
に
し
て
〈
鈴
木
文
庫
〉

が
創
設
さ
れ
て
、
鈴
木
の
人
と
思
想
を
継
承
す
る
基
地
と
な
っ
た
。

同
文
庫
が
中
心
に
な
っ
て
昭
和
四
十
九
年
に
『
鈴
木
健
次
郎
集
』
（
全
三
巻
）
を
編
集
・
発
行
、
鈴
木
の
業
績
と
人

と
な
り
を
今
日
に
伝
え
て
い
る
。
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